




対象事業が関わる持続可能な開発目標(SDGs)との整合
ICMA の事業カテゴリーとSDGs のマッピングテーブル
を参考に、対象事業によるSDGsへの貢献については
目標3「すべての人に健康と福祉を」及び
目標11「住み続けられるまちづくりを」に対応する
ことを確認した。

SDGsアクションプランとの整合
日本政府のSDGsの達成へ向けた「SDGsアクション
プラン2023」に示された①～⑧の優先課題に関して、
本ソーシャルローンの充当事業が特に以下の課題に
貢献すると考えられる。

優先課題 対応するSDGsターゲット 

(1) 健康・長寿の達成 

 

 



2024年秋 開設予定

●概要
建築場所 北海道伊達市山下町1番3(敷地面積 5,821.31㎡)
地上５階建 延べ床面積 7,057.15㎡

(仮)



2023年10月18日

2023年12月16日

2023年10月23日

2023年12月6日

(仮)



agenda

🔹 そうべつ温泉病院における地域の医療体制維持に向けた取り組み
～伊達市への移転リニューアル～

🔹 交雄会新さっぽろ病院における取り組み事例



agenda

🔹 交雄会新さっぽろ病院における取り組み事例



2022年7月 新さっぽろ駅前再開発地区に移転ﾘﾆｭ-ｱﾙ
移転時に(旧)記念塔病院から名称変更









最後に

🔹 病院の建て替えや機能の転換等に際しては、外部環境や内部環境をしっかりと精査し、
計画にあたっては現在と未来の医療情勢や社会情勢を充分に考慮する必要がある。

🔹 行政の支援策や金融機関の支援策の情報収集と有効に活用することが肝要と考える

🔹 スピ－ド感とタイミングが極めて重要（logicalではありませんが…）

2025年は「地域医療構想」の最終年であり、次期改定は地域医療構想も踏まえた内容となることが予想されます。

ちなみに、地域医療構想とは、将来人口推計をもとに2025年に必要となる病床数を医療機能ごとに推計した上で、地域の医療関係者の協議を

通じて病床の機能分化と連携を進め、効率的な医療提供体制を実現する取り組みです。

政府は、今後の超高齢社会にも耐えうる医療提供体制を構築するため、2014年6月に「医療介護総合確保推進法」を成立させ、

そこで「地域医療構想」が制度化されました。

背景にあるのは、わが国の超高齢社会の問題です。わが国では団塊の世代（ベビーブーマー）が75歳以上となる2025年から、第2次ベビーブーマー

が65歳以上となる2040年まで、医療・介護のニーズが継続して増加すると予測されています。このため、2025年に備えて、医療・介護サービスの

提供体制の整備が進められております。
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